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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイアレス通信システムにおける使用のために位置決めサービスを試験する方法であっ
て、該方法は、下記のステップを具備する：
　ａ）移動局において第１の位置決めサービス・メッセージを受信すること；
　ｂ）第２の位置決めサービス・メッセージの拡張コンテナ中の固有の移動局識別名を符
号化すること；
　ｃ）該第１の位置決めサービス・メッセージの受信に応答して、サービスしている移動
体位置決めセンタに該第２の位置決めサービス・メッセージを送信すること、ここにおい
て、該サービスしている移動体位置決めセンタは、複数の位置決めセッション識別名を管
理する；
　ｄ）該拡張コンテナを復号化すること、これにより固有の移動局識別名を取り出すこと
；及び
　ｅ）該複数の位置決めセッション識別名に属している固有の位置決めセッション識別名
に対応しかつ関係する該固有の移動局識別名を記憶すること。
【請求項２】
　該第１の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
・補助データ・メッセージである、請求項１の位置決めサービスを試験する方法。
【請求項３】
　該第１の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
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・測定所在地要求メッセージである、請求項１の位置決めサービスを試験する方法。
【請求項４】
　該固有の移動局識別名は、国際移動体加入者アイデンティティである、請求項１の位置
決めサービスを試験する方法。
【請求項５】
　該固有の移動局識別名は、移動体加入者統合サービス・ディレクトリ番号である、請求
項１の位置決めサービスを試験する方法。
【請求項６】
　該固有の移動局識別名を符号化するステップは、該固有の移動局識別名を符号化するこ
とを制御する試験モード・パラメータを設定するステップをさらに含む、請求項１の位置
決めサービスを試験する方法。
【請求項７】
　該第２の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
・プロトコル・エラー・メッセージである、請求項１の位置決めサービスを試験する方法
。
【請求項８】
　該第２の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
・測定所在地応答メッセージである、請求項１の位置決めサービスを試験する方法。
【請求項９】
　ワイアレス通信システムにおける位置決めサービスを試験するためのシステムであって
、該システムは、下記を具備する：
　ａ）位置決めサービス機能を実行することが可能である移動局、ここにおいて、該移動
局は、下記を含む：
　　　ｉ）第１の位置決めサービス・メッセージを受信するように適合され、及び、該第
１の位置決めサービス・メッセージの受信に応答して、第２の位置決めサービス・メッセ
ージを送信するように適合されたトランシーバ；及び
　　　ｉｉ）適切に動作するように該トランシーバに接続された移動局ＣＰＵ、ここにお
いて、該移動局ＣＰＵは、該第１の位置決めサービス・メッセージを受信する、及びここ
において、該移動局ＣＰＵは、該移動局を一義的に認識する移動局識別名を符号化する、
及びここにおいて、該移動局ＣＰＵは、該第２の位置決めサービス・メッセージの拡張コ
ンテナ中に固有の該移動局識別名を挿入する；
　ｂ）基地局システム、ここにおいて、該基地局システムは、該移動局に該第１の位置決
めサービス・メッセージを送信するように適合され、そして該移動局から該第２の位置決
めサービス・メッセージを受信するように適合された基地トランシーバ局を含む；及び
　ｃ）ワイアレス通信システムに関する位置決めサービスを制御するサービスしている移
動体位置決めセンタ、ここにおいて、該サービスしている移動体位置決めセンタは、複数
の位置決めセッション識別名を管理する、及びここにおいて、該サービスしている移動体
位置決めセンタは、下記を含む：
　　　ｉ）適切に動作するように該基地局システムに接続されたサービスしている移動体
位置決めセンタＣＰＵ、ここにおいて、該サービスしている移動体位置決めセンタＣＰＵ
は、該第１の位置決めサービス・メッセージを出力し、該基地局システムに該第１の位置
決めサービス・メッセージを送信する、及びここにおいて、該サービスしている移動体位
置決めセンタＣＰＵは、該基地局システムから該第２の位置決めサービス・メッセージを
受信し、該第２の位置決めサービス・メッセージの拡張コンテナを復号化する、これによ
り該固有の移動局識別名を取り出す；及び
　　　ｉｉ）該サービスしている移動体位置決めセンタＣＰＵに接続されたメモリ、ここ
において、該メモリは、複数の位置決めセッション識別名の中の固有の位置決めセッショ
ン識別名に対応しかつ関係する該固有の移動局識別名を記憶する。
【請求項１０】
　該移動局ＣＰＵは、試験モード・パラメータを含む、及びここにおいて、該移動局ＣＰ
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Ｕは、該移動局識別名を符号化し、及び該試験モード・パラメータの設定に応じて拡張コ
ンテナの中に該固有の移動局識別名を挿入する、請求項９の位置決めサービスを試験する
ためのシステム。
【請求項１１】
　該移動局は、ユーザ・インターフェースを含む、及びここにおいて、該ユーザ・インタ
ーフェースは、試験モード・パラメータの設定を制御するために該移動局ＣＰＵに接続さ
れる、請求項１０の位置決めサービスを試験するためのシステム。
【請求項１２】
　該第２の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
・測定所在地応答メッセージである、請求項９の位置決めサービスを試験するためのシス
テム。
【請求項１３】
　該第２の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
・プロトコル・エラー・メッセージである、請求項９の位置決めサービスを試験するため
のシステム。
【請求項１４】
　該第１の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
・補助データ・メッセージである、請求項９の位置決めサービスを試験するためのシステ
ム。
【請求項１５】
　該第１の位置決めサービス・メッセージは、無線リソース位置決めサービスプロトコル
・測定所在地要求メッセージである、請求項９の位置決めサービスを試験するためのシス
テム。
【請求項１６】
　該移動局は、該固有の移動局識別名を記憶する加入者アイデンティティ・モジュールを
含む、請求項９の位置決めサービスを試験するためのシステム。
【請求項１７】
　該固有の移動局識別名は、国際移動体加入者アイデンティティである、請求項９の位置
決めサービスを試験するためのシステム。
【請求項１８】
　該固有の移動局識別名は、移動体加入者統合サービス・ディレクトリ番号である、請求
項９の位置決めサービスを試験するためのシステム。
【請求項１９】
　ワイアレス通信システムにおける位置決めサービスを試験するためのシステムであって
、該システムは、下記を具備する：
　ａ）第１の位置決めサービス・メッセージを受信するための手段；
　ｂ）第２の位置決めサービス・メッセージの拡張コンテナ中の固有の移動局識別名を符
号化するための手段；
　ｃ）該第１の位置決めサービス・メッセージの受信に応答して、サービスしている移動
体位置決めセンタに該第２の位置決めサービス・メッセージを送信するための手段、ここ
において、該サービスしている移動体位置決めセンタは、複数の位置決めセッション識別
名を管理する；
　ｄ）該第２の位置決めサービス・メッセージの該拡張コンテナを復号化するため、これ
により該固有の移動局識別名を取り出すための手段；及び
　ｅ）該複数の位置決めセッション識別名の間の固有の位置決めセッション識別名に対応
しかつ関係する該固有の移動局識別名を記憶するための手段。
【請求項２０】
　汎用演算装置上で実行可能な命令を含んだコンピュータ読み取り可能記憶媒体、ここに
おいて、該実行された命令は、複数の移動局及び複数の基地局を具備するワイアレス通信
システムにおいて位置決めサービスを試験することを実行することが可能である、該実行
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された命令は、下記を具備する：
　ａ）移動局において第１の位置決めサービス・メッセージを受信するための第１の命令
のセット；
　ｂ）第２の位置決めサービス・メッセージの拡張コンテナの中の固有の移動局識別名を
符号化するための第２の命令のセット；
　ｃ）該第１の位置決めサービス・メッセージの受信に応答して、サービスしている移動
体位置決めセンタに該第２の位置決めサービス・メッセージを送信するための第３の命令
のセット、ここにおいて、該サービスしている移動体位置決めセンタは、複数の位置決め
セッション識別名を管理する；
　ｄ）該拡張コンテナを復号化するため、これにより該固有の移動局識別名を取り出すた
めの第４の命令のセット；及び
　ｅ）該複数の位置決めセッション識別名に属している固有の位置決めセッション識別名
に対応しかつ関係する該固有の移動局識別名を記憶するための第５の命令のセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　同時係属中の仮出願に対するクロスリファレンス
　本出願は、サービスしている移動体位置決めセンタにおける移動局の識別（Identifica
tion of a Mobile Station at a Serving Mobile Location Center）と題された、２００
３年６月２７日に出願された係属中の米国特許仮出願番号６０／４８３，２１２に米国特
許法１１９条（ｅ）に基づいて優先権を主張する、これは、参照文献として本明細書中に
取り込まれている。
【０００２】
　本出願は、移動体装置に対する位置決めサービスの分野に係り、特に、独立型のサービ
スしている移動体位置決めセンタ（Serving Mobile Location Center）に移動局のアイデ
ンティティ（identity）を伝達する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　携帯電話機及びワイアレス・ディジタル通信装置（以降、移動局又はＭＳとして一括し
て呼ぶ）に対する位置決めサービス（“LoCation Services”の代わりに、ＬＣＳと省略
する）は、ワイアレス通信プロバイダにとって拡大している重要な業務領域である。位置
決めサービス情報は、移動局ユーザへの種々の位置決めサービスを提供するために使用さ
れることが可能である。例えば、公共安全性機関（public safety authority）は、ワイ
アレス装置の正確な地理的な位置をピンポイントで示すために移動局位置情報を使用する
ことが可能である。あるいは、移動局ユーザは、最も近い現金自動支払機の位置を探し当
てるために位置情報を使用することが可能であり、同様にそのＡＴＭにより料金を支払う
ために使用できる。別の１つの例として、位置情報は、所望の目的地への道筋をその途上
であっても一歩ずつ得る際に旅行者を支援できる。
【０００４】
　多数のシステム・ユーザがワイアレス通信システムを共有することを可能にする、広範
囲移動通信システム（Global System for Mobile Communications）（ＧＳＭ）技術のよ
うな技術は、例えば、位置決めサービスに対する要求を含む、移動体計算の拡大し続ける
要求を満足させる際に重要な役割を担う。良く知られたように、ＧＳＭは、複数のユーザ
と同時に通信することを可能にする時間分割多元アクセス（Time Division Multiple Acc
ess）技術及び周波数分割多元アクセス（Frequency Division Multiple Access）技術の
組み合わせを使用する。ＧＳＭシステムは、しかも、データを送信するため及び位置決め
サービスを提供するために汎用パケット無線サービス（General Packet Radio Service）
技術もしばしば採用する。
【０００５】
　ワイアレス通信システムにおけるＭＳ所在地（position）（“所在地（position）”と
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“位置（location）”は、本明細書中では同等な用語として使用され、ＭＳの地理的な座
標を示す）決定に関する規格類及び機能的な仕様書類が、制定されてきている。ＧＳＭ及
びＬＣＳに関係する１つの具体例の引用文献は、“第３世代パートナーシップ・プロジェ
クト、技術仕様グループ、サービス及びシステム態様、位置決めサービス（ＬＣＳ）、（
機能的な説明）－ステージ２（１９９９年公開）（3rd Generation Partnership Project
, Technical Specification Group, Service and System Aspects, Location Services(L
CS), (Functional description)- Stage 2 (Release 1999)）”、（３ＧＰＰ　ＴＳ　０
３．７１　Ｖ８．７．０）、２００２年９月、である。本引用文献は、３ＧＰＰ　ＴＳ　
０３．７１　Ｖ８．７．０として下記に引用される。
【０００６】
　ＧＳＭ及びＬＣＳに関係する２番目の具体例の引用文献は、“第３世代パートナーシッ
プ・プロジェクト、技術仕様グループ　ＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線アクセス・ネットワーク、
位置決めサービス（ＬＣＳ）、移動局（ＭＳ）－サービスしている移動体位置決めセンタ
（ＳＭＬＣ）無線リソースＬＣＳプロトコル（ＲＲＬＰ）（１９９９年公開）（3rd Gene
ration Partnership Project, Technical Specification Group GSM/EDGE Radio Access 
Network, Location Services(LCS), Mobile Station(MS)- Serving Mobile Location Cen
ter(SMLC) Radio Resource LCS Protocol (RRLP) (Release 1999)）”、（３ＧＰＰ　Ｔ
Ｓ　０４．３１　Ｖ８．１０．０）、２００２年７月、である。本引用文献は、３ＧＰＰ
　ＴＳ　０４．３１　Ｖ８．１０．０として下記に引用される。
【０００７】
　ＧＳＭ及びＬＣＳに関係する３番目の具体例の引用文献は、“第３世代パートナーシッ
プ・プロジェクト、技術仕様グループ　コア・ネットワーク、移動体応用編（ＭＡＰ）仕
様書（３Ｇ　ＴＳ　２９．００２　３．ｈ．０版　１９９９年公開）（3rd Generation P
artnership Project, Technical Specification Group Core Network, Mobile Applicati
on Part(MAP) specification (3G TS 29.002 version 3.h.0 Release 99)）”、２０００
年６月、である。本引用文献は、３Ｇ　ＴＳ　２９．００２　Ｖ３．ｈ．０として下記に
引用される。
【０００８】
　ＧＳＭにおける公共地上移動体通信ネットワーク（Public Land Mobile Communication
s Network）（ＰＬＭＮ）のような、ワイアレス通信ネットワークは、位置測定を可能に
する及び／又は測定性能を改善するＭＳに補助データを提供できる。ＭＳが補助する位置
決めの１つの具体例の方法は、全地球位置決定システム（Global Positioning System）
（ＧＰＳ）を採用し、“補助されたＧＰＳ”又はＡＧＰＳとして呼ばれる。ＡＧＰＳ技術
にしたがって、ＭＳは、ネットワークにより提供される補助データを使用してＧＰＳ衛星
からの測定値を捕捉する。ＧＳＭシステムでは、所定の位置決め要求に関係する測定値が
、サービスしている移動体位置決めセンタ（Serving Mobile Location Center）（ＳＭＬ
Ｃ）に送信される。ＳＭＬＣは、ＭＳの位置決めを実行するために必要とされるリソース
のスケジューリング及び全体の調整を管理する。
【０００９】
　ワイアレス通信システムにおけるＬＣＳの発展及び有効化は、広範囲にわたる操業的な
試験を必要とする。独立型のＳＭＬＣ、すなわち、基地局コントローラ（Base Station C
ontroller）（ＢＳＣ）の内部に統合されていないＳＭＬＣを有するＧＳＭシステムにお
いてＬＣＳを試験する場合に生ずる１つの問題は、試験ＭＳのアイデンティティがＬＳＣ
位置決めセッションに関するＧＳＭ規格仕様書類にしたがってＳＭＬＣに伝達されないこ
とである。ＭＳのアイデンティティは、国際移動体加入者アイデンティティ（Internatio
nal Mobile Subscriber Identity）（ＩＭＳＩ）番号のような固有のＭＳ識別名（MS Ide
ntifier）（ＭＳ　ＩＤ）を使用して決定される。ＭＳ　ＩＤは、一般に加入者アイデン
ティティ・モジュール（Subscriber Identity Module）（ＳＩＭ）、又はＭＳ内部のその
他の同等の構成部品において利用可能である。サービスを受けるＭＳのＭＳ　ＩＤは、Ｂ
ＳＣに提供される。しかしながら、位置決めセッションの間、ＢＳＣは、ＳＭＬＣに論理
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的な参照データのみを伝達して、他の位置決めセッションから１つの位置決めセッション
を見分ける。これは、通常の動作に対して効率的な方法であるけれども、情報回復処理が
特定のＭＳに固有のセッションに結びつけるために実現されなければならないため、試験
することを非常に困難にさせる。
【００１０】
　上記のＭＳアイデンティティを試験する問題に向けられる可能性のある方法は、ＢＳＣ
の中にＳＭＬＣを統合すること、若しくはＭＳアイデンティティ情報が非標準方式でＳＭ
ＬＣに渡されるようにＢＳＣを修正することを含む。しかしながら、これらの方法は、Ｂ
ＳＣへのそのような変更が扱いにくく実現することが困難であるために、望まれていない
。
【００１１】
　したがって、ＬＣＳ位置決めセッションの期間にＭＳのアイデンティティを独立型のＳ
ＭＬＣに伝達するための効率的な方法及び装置は、動作上の試験を容易にすることを必要
とされている。
【非特許文献１】“第３世代パートナーシップ・プロジェクト、技術仕様グループ、サー
ビス及びシステム態様、位置決めサービス（ＬＣＳ）、（機能的な説明）－ステージ２（
１９９９年公開）（3rd Generation Partnership Project, Technical Specification Gr
oup, Service and System Aspects, Location Services(LCS), (Functional description
)- Stage 2 (Release 1999)）”、（３ＧＰＰ　ＴＳ　０３．７１　Ｖ８．７．０）、２
００２年９月
【非特許文献２】“第３世代パートナーシップ・プロジェクト、技術仕様グループ　ＧＳ
Ｍ／ＥＤＧＥ無線アクセス・ネットワーク、位置決めサービス（ＬＣＳ）、移動局（ＭＳ
）－サービスしている移動体位置決めセンタ（ＳＭＬＣ）無線リソースＬＣＳプロトコル
（ＲＲＬＰ）（１９９９年公開）（3rd Generation Partnership Project, Technical Sp
ecification Group GSM/EDGE Radio Access Network, Location Services(LCS), Mobile 
Station(MS)- Serving Mobile Location Center(SMLC) Radio Resource LCS Protocol (R
RLP) (Release 1999)）”、（３ＧＰＰ　ＴＳ　０４．３１　Ｖ８．１０．０）、２００
２年７月
【非特許文献３】“第３世代パートナーシップ・プロジェクト、技術仕様グループ　コア
・ネットワーク、移動体応用編（ＭＡＰ）仕様書（３Ｇ　ＴＳ　２９．００２　３．ｈ．
０版　１９９９年公開）（3rd Generation Partnership Project, Technical Specificat
ion Group Core Network, Mobile Application Part(MAP) specification (3G TS 29.002
 version 3.h.0 Release 99)）”、２０００年６月
【発明の開示】
【００１２】
［サマリー］
　ワイアレス移動局の地理上の位置を提供するための方法及び装置、そして特に、独立型
のサービスしている移動体位置決めセンタ（ＳＭＬＣ）へＭＳのアイデンティティを伝達
するための方法及び装置は、１つの具体例の実施形態では、拡張コンテナ（extension co
ntainer）中に国際移動体加入者アイデンティティ（International Mobile Subscriber I
dentity）（ＩＭＳＩ）のような、自身の固有のＭＳ識別名（ＭＳ　ＩＤ）を符号化する
ように設定されたＭＳを有する。拡張コンテナは、無線リソース位置決めサービス（ＬＣ
Ｓ）プロトコル（Radio Resource Location Services Protocol）（ＲＲＬＰ）により規
定されたオプションの情報要素である。拡張コンテナは、測定所在地応答（Measure Posi
tion Response）メッセージ又はプロトコル・エラー（Protocol Error）メッセージのよ
うな位置決めサービス・メッセージ中に構成要素として含まれることができる。ＳＭＬＣ
は、固有の位置決めセッション識別名にしたがって拡張コンテナを復号化し、ＭＳ　ＩＤ
を取り出し、そしてＭＳ　ＩＤを記憶するように設定される。
【００１３】
　有利なことに、ＭＳは、試験モード・パラメータを用いて設定されることができる。試
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験モード・パラメータは、“試験モード・オン”（“ＯＮ”と省略する）及び“試験モー
ド・オフ”（“ＯＦＦ”と省略する）に値を設定されることができる。ここで、デフォル
ト値は、“ＯＦＦ”である。ＭＳでは、試験モード・パラメータの設定は、電話機内部へ
の直列回線を使用する専用命令を介して、又はＭＳユーザ・インターフェースを介して制
御されることができる。１つの実施形態では、拡張コンテナ中のＭＳ　ＩＤの符号化は、
試験モード・パラメータが“ＯＮ”に設定される場合にだけ試験ＭＳにおいて作動される
。
【００１４】
［詳細な説明］
　図１は、位置決めサービスを試験することに対して適合されることができる単純化され
た一般的なワイアレス通信システム１００を説明する。図１に示されたように、移動局（
ＭＳ）１１０は、ワイアレス回線１５２，１５４を介して１又はそれより多くの基地トラ
ンシーバ・システム（Base Transceiver System）（ＢＴＳ）１２２，１２４と通信する
。各ＢＴＳは、一般的に“セル”として呼ばれる地理的な領域への交信可能範囲（covera
ge）（又はサービス）を提供する。２つのＢＴＳが例として図示されているけれども、採
用される位置決め手法に依存して、位置決めサービスは、１つだけのＢＴＳを使用して、
若しくは３個又はそれより多くのＢＴＳを使用してＭＳ１１０に提供されることができる
。取り込まれた引用文献３ＧＰＰ　ＴＳ　０．７１　Ｖ８．７．０に説明されているよう
に、位置決め手法は、アップリンク到着の時間（Time of Arrival）（ＴＯＡ）、拡張さ
れた観測時間差（Enhanced Observed Time Difference）（Ｅ－ＯＴＤ）、及びＡＧＰＳ
含むことができる。ＴＯＡ及びＥ－ＯＴＤの両者は、ＭＳと複数のＢＴＳとの間の信号の
交換を必要とする。
【００１５】
　本発明の教示によれば、ＭＳ１１０は、制限なしに、ワイアレス電話機、ワイアレス通
信能力を有するパーソナル・ディジタル・アシスタンツ、ワイアレス通信能力を有するラ
ップトップ・コンピュータ、及びワイアレス接続を介した個人的な通信のためのその他の
いずれかの携帯ディジタル装置を含むことができる。
【００１６】
　ＢＴＳ１２２，１２４は、基地局コントローラ（Base Station Controller）（ＢＳＣ
）１２６にデータ通信のために動作上で接続される。ＢＴＳ１２２，１２４及びＢＳＣ１
２６は、基地局システム１２０の一部分である。図１に示されたように、ＢＳＣ１２６は
、サービスしている移動体位置決めセンタ（Serving Mobile Location Center）（ＳＭＬ
Ｃ）１３０に接続される。ＳＭＬＣは、ＭＳの位置決めを実行するために必要とされるリ
ソースを管理することにより位置決めサービスを制御する。代わりの構成では、ＳＭＬＣ
は、ワイアレス通信システム中のその他の要素（図示されず）を通して適切に作用するよ
うに接続されることができる。
【００１７】
　ＭＳ１１０は、通信回線１５６，１５８を介して１又はそれより多くの衛星１７２，１
７４からＧＰＳ信号のような信号を受信する。２つの衛星が例として図示されているけれ
ども、１個だけの衛星、又はより多くの、通常的に複数の衛星が、ワイアレス通信システ
ム中の移動局に対して位置決めサービスを提供する場合に使用されることができる。衛星
データは、同様に、通信サービス・プロバイダ・ネットワーク１４０中のその他の受信機
（図示されず）によっても受信されることができる。ワイアレス・システムのためのＧＰ
Ｓ位置決めシステムが、静止ＧＰＳ受信機及び／又は衛星信号を受信することのため及び
ＳＭＬＣに基準データを提供することのための広域基準ネットワーク（Wide Area Refere
nce Networks）のような要素を一般に含むことを、通信技術に精通した者は、理解する。
ＢＳＣ１２６は、通信サービス・プロバイダ・ネットワーク１４０に接続され、オーディ
オ／ビデオ／テキスト通信及びプログラミング・データ、所在地要求、等のようなデータ
を受信し、送信する。通信サービス・プロバイダ・ネットワークの一例は、ＧＳＭの下で
動作している公共地上移動体通信システム・ネットワーク（Public Land Mobile Communi
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cation System Network）（ＰＬＭＮ）である。
【００１８】
　図２は、機能ブロックの形式で図示された、位置決めサービスを提供することが可能な
別の１つの具体例の通信システム２００を示す。単純化のために、１つだけのＧＰＳ衛星
２７２、及びそれに関係する同報通信信号回線２５２が、図示される。
【００１９】
　図２に示されたように、ＭＳ２１０は、中央処理ユニット（central processing unit
）（ＣＰＵ）２１２、メモリ２１４、ユーザ・インターフェース２１３、加入者アイデン
ティティ・モジュール（Subscriber Identity Module）（ＳＩＭ）２１５、及びトランシ
ーバ２１６を含む。用語“ＣＰＵ”は、本明細書を通して使用されるように、単独で若し
くはＣＰＵがその中に含まれている（ＳＭＬＣ２３０又はＭＳ２１０、或いはその一部分
のような）装置の動作を制御することが可能な（メモリのような）その他の装置と組み合
わされて、任意の処理装置を包含するように意図されている。例えば、ＣＰＵは、マイク
ロプロセッサ、混載されたコントローラ、特定用途集積回路（application specific int
egrated circuit）（ＡＳＩＣ）、ディジタル・シグナル・プロセッサ（digital signal 
processor）（ＤＳＰ）、ステート・マシーン、専用個別ハードウェア、及びその他を含
むことが可能である。本明細書中で説明されたシステム、装置、及び方法は、説明された
特定のハードウェア構成部品に限定されない、若しくはＣＰＵ２１２を実行させるために
選択されたいずれかの特定のハードウェア構成部品により制限されない。
【００２０】
　トランシーバ２１６は、ＭＳ２１０とＢＴＳ２２４及び２２６のような遠くの場所との
間、又はＭＳ２１０と衛星２７２のようなＧＰＳ衛星との間の、オーディオ／ビデオ／テ
キスト通信及びプログラミング・データのようなデータの送信及び受信を可能にする。ア
ンテナ２１８は、トランシーバ２１６に電気的に接続される。音声及びデータ通信に関す
るＭＳ２１０の基本的な動作は、本技術において周知であり、本明細書中では詳細に説明
されない。
【００２１】
　図２に示されたように、システム２００は、メモリ２３４を有するＳＭＬＣ２３０、及
びＣＰＵ２３２を含む。ＣＰＵ２３２は、プログラムされた命令およびメモリ２３４に記
憶されたデータにしたがってＳＭＬＣ２３０の動作を制御する。メモリ２１４及び２３４
は、読み取り専用メモリ（read-only memory）（ＲＯＭ）構成部品、ランダム・アクセス
・メモリ（random access memory）（ＲＡＭ）、及び不揮発性ＲＡＭ構成部品を含むこと
ができる。メモリ２３４は、ＣＰＵ２３２に対する命令及びデータを記憶し、提供する。
メモリ２１４は、ＣＰＵ２１２に対する命令及びデータを記憶し、提供する。ＳＭＬＣ２
３０の構成部品は、内部バス・システム２３６により互いにリンクされる。ＭＳ２１０の
構成部品は、内部バス・システム２１９により互いにリンクされる。
【００２２】
　下記により詳細に説明されるように、ＳＩＭ２１５は、国際移動体加入者アイデンティ
ティ（International Mobile Subscriber Identity）（ＩＭＳＩ）、移動体加入者統合サ
ービス・ディレクトリ番号（Mobile Subscriber Integrated Services Directory Number
）（ＭＳＩＳＤＮ）、又はその他のＭＳ　ＩＤ（MS Identifier）のような固有のＭＳ識
別名（ＭＳ　ＩＤ）を含む。ＩＭＳＩ及びＭＳＩＳＤＮは、ＭＳのための固有の識別名で
あり、どちらかが使用されることができる。ＭＳ　ＩＤ（典型的にはＩＭＳＩであるが、
ＭＳＩＳＤＮ又はその他のＭＳ　ＩＤが使用されることができる）は、ＣＰＵ２１２によ
り取り出され、プログラムされた命令及びメモリ２１４中に記憶されたデータにしたがっ
て符号化され、ＲＲＬＰ測定所在地応答メッセージ又はプロトコル・エラー・メッセージ
の中に取り込まれ、そして図２に図示された通信回線及びシステム構成部品を介してＳＭ
ＬＣ２３０に伝達されることができる。
【００２３】
　ユーザ・インターフェース２１３は、下記に説明されるように、試験モード・パラメー
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タの設定を制御するために使用されることができる。１つの具体例の実施形態では、ユー
ザ・インターフェースは、画像ユーザ・インターフェース（graphical user interface）
（ＧＵＩ）、及びタッチ・スクリーン、ポインティング装置又はキーパッドのような入力
装置を含むことができる。別の１つの具体例の実施形態では、試験モード・パラメータは
、ラップトップ・コンピュータ又はパーソナル・ディジタル・アシスタンツのような、ロ
ーカル装置（図示されず）に接続手段（例えば、シリアル接続手段、図示されず）を通し
て受信された専用の命令を使用して制御されることができる、ここで、ローカル装置は、
ＣＰＵ２１２に機能的に接続される。
【００２４】
　図２に示されたように、通信システム２００は、ＢＳＳ２２０を含み、これは、順にＢ
ＳＣ２２２及びＢＴＳ２２４，２２６のような複数のＢＴＳを含む。ＢＴＳは、ＢＳＣ２
２２とＭＳ２１０のような遠く離れた場所との間の、又はＢＳＣ２２２と衛星２７２のよ
うなＧＰＳ衛星との間の（オーディオ／ビデオ／テキスト及びプログラミング・データの
ような）データの送信及び受信を可能にする。アンテナ２２８及び２２９は、公知の方式
で、それぞれＢＴＳ２２４及び２２６に電気的に接続される。ＭＳ２１０は、ワイアレス
回線２７２’のようなワイアレス回線を介してＢＴＳと通信する。増設の無線回線（図示
されず）は、ＭＳ２１０とＢＴＳ２２４又はその他のＢＴＳ（図示されず）との間の信号
を送信するために使用されることができる。ＢＳＣ２２２及びＢＴＳ２２４，２２６の基
本的な動作は、本技術において周知であり、それゆえ本明細書中ではより詳細には説明さ
れない。ＢＳＣ２２２は、通信サービス・プロバイダ・ネットワーク２４０に接続される
。ＢＳＣ２２２は、オーディオ／ビデオ／テキスト通信及びプログラミング・データ、所
在地要求、又は通信サービス・プロバイダ・ネットワーク２４０からの所在地データのよ
うな、データを受信し、そして送信する。
【００２５】
　ＢＳＳ２２０は、同様に、ＬＣＳに関係するデータを送信し、受信するためにＳＭＬＣ
２３０にも接続される。そのようなデータの例が、下記に詳細に説明される。
【００２６】
　ＭＳとＳＭＬＣとの間で交換されたＲＲＬＰ　ＬＣＳメッセージ（RRLP LCS Message E
xchanged）
　図３は、所在地要求手続きの間に試験ＭＳ３１０とＳＭＬＣ３３０との間で交換される
ことができるＲＲＬＰメッセージの流れを図示する。この手続きは、引用文献３ＧＰＰ　
ＴＳ０４．３１　Ｖ８．１０．０に非常に詳細に記載されている。
【００２７】
　ＲＲＬＰ補助データ・メッセージ３４２、ＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセージ３
４６、及びＲＲＬＰ補助データ受領通知メッセージ３４８は、ＲＲＬＰダウンリンク擬似
分割が（３ＧＰＰ　ＴＳ０４．３１　Ｖ８．１０．０に記載されたように、周知の技術に
したがって）使用される場合に、ＳＭＬＣが所在地測定及び／又はＭＳ位置決め計算に関
係するＭＳに補助データを送信することを可能にする。もし、擬似分割が使用されないの
であれば、所在地要求手続きは、メッセージ３４２，３４６及び３４８を省略する。しか
も、ＲＲＬＰ補助データ・メッセージ３４２、ＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセージ
３４６、及びＲＲＬＰ補助データ受領通知メッセージ３４８は、ＳＭＬＣがＭＳにより要
求された補助データを送信することも可能にする。この場合には、メッセージ３５２，３
５４及び３５６は、省略される。
【００２８】
　ＳＭＬＣは、ＲＲＬＰ補助データ・メッセージ３４２又はＲＲＬＰ測定所在地要求メッ
セージ３５２を使用して、ＭＳに補助データ構成要素を送信する。この構成要素は、位置
決め測定及び／又は位置決め計算のための補助データを含む。
【００２９】
　ＭＳは、ＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセージ３４６を使用してＳＭＬＣにプロト
コル・エラー（Protocol Error）構成要素を包含しているＲＲＬＰメッセージを送信する
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。このメッセージは、ＭＳが完全な補助データ構成要素及び分かりやすい（understandab
le）補助データ構成要素を受信することを妨げられるという問題がある場合にだけ送られ
る（メッセージの本質的でない態様は、破線を使用することにより図３に示されている）
。ＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセージ３４６は、拡張コンテナと呼ばれるオプショ
ンの情報要素を含む。より詳細に下記に説明されるように、ＲＲＬＰプロトコル・エラー
・メッセージ３４６の拡張コンテナは、ＳＭＬＣにＭＳのＭＳ　ＩＤ（例えば、ＩＭＳＩ
又はＭＳＩＳＤＮ）を伝達するために適合されることができる。このメッセージは、プロ
トコル・エラーがあるときに伝達される。その結果、下記に説明されるように、引き続く
メッセージは、ＭＳアイデンティティ伝達のために利用されることができる。
【００３０】
　ＭＳが完全な補助データ構成要素を受信した場合に、ＭＳは、ＳＭＬＣにＲＲＬＰ補助
データ受領通知メッセージ３４８を送信する。
【００３１】
　ＳＭＬＣは、ＲＲＬＰ測定所在地要求メッセージ３５２を使用してＭＳに測定所在地要
求構成要素を送信する。この構成要素は、サービスの品質（Quality of Service）（Ｑｏ
Ｓ）、その他の命令、及び可能性のある補助データを含む。
【００３２】
　ＭＳは、ＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセージ３５４を使用してＳＭＬＣにプロト
コル・エラー構成要素を包含するＲＲＬＰメッセージを送信する。このメッセージは、Ｍ
Ｓが完全な測定所在地要求構成要素及び分かりやすい測定所在地要求構成要素を受信する
ことを妨げられるという問題がある場合にだけ送信される。ＲＲＬＰプロトコル・エラー
・メッセージ３５４は、同様に、オプションの拡張コンテナも含み、拡張コンテナは、Ｓ
ＭＬＣにＭＳのＭＳ　ＩＤ（例えば、ＩＭＳＩ又はＭＳＩＳＤＮ）を伝達するように適合
されることができる。しかしながら、このメッセージは、エラーが遭遇される場合にだけ
伝達される。その結果、下記に説明される後続のメッセージは、ＭＳアイデンティティを
伝達するために利用されることができる。
【００３３】
　ＭＳは、ＲＲＬＰ測定所在地応答メッセージ３５６を使用して要求された位置測定値を
報告しようと試みる。位置測定値の例は、所在地推定値、ＡＧＰＳ測定値、又は測定誤差
を含むことができる。ＭＳが位置測定値、所在地推定値、又はエラー指標を有する場合（
測定／位置推定が可能でない）、ＭＳは、ＳＭＬＣに測定所在地応答構成要素の中で結果
を送信する。
【００３４】
　しかも、ＲＲＬＰ測定所在地応答メッセージ３５６は、ＳＭＬＣにＭＳのＭＳ　ＩＤ（
例えば、ＩＭＳＩ又はＭＳＩＳＤＮ）を伝達するように適合されることができるオプショ
ンの拡張コンテナも含む。所在地決定処理がエラーのために前回途中で中止されていない
のであれば、このメッセージの拡張コンテナは、ＳＭＬＣにＭＳ　ＩＤを伝達するために
与えられることができる。もし、処理がこのメッセージの前に途中で中止されるのであれ
ば、ＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセージ３４６又は３５４の１つが、その代わりに
使用されることができる。
【００３５】
拡張コンテナ仕様
　ＲＲＬＰ拡張コンテナは、移動体アプリケーション部（Mobile Application Part）（
ＭＡＰ）拡張データ・タイプ（Extension Data Type）（組み込まれている引用文献３Ｇ
ＰＰ　ＴＳ　２９．００２　Ｖ３．ｈ．０に詳細に説明される）からエクスポートされる
。その結果、その仕様は、ＭＡＰ要約シンタックス表記法１（Abstract Syntax Notation
 One）(ＡＳＮ．１)記載法規則にしたがう。実際のフィールドを符号化すること／復号化
することのために、圧縮された符号化規則（Packed Encoding Rules）（ＰＥＲ）ＰＥＲ
は、（例えば、オプションのパラメータに対するビットマップ、省略表記法が使用される
場合の拡張標識、等）を適用する。下記に説明されるように、ＭＡＰにしたがった符号化
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は、オブジェクト識別名を包含する。オブジェクト識別名は、以前に登録されたもの若し
くは今のところ登録されようとしているもののどちらかである。
【００３６】
　拡張コンテナの具体例のＡＳＮ－１符号化は、下記の擬似符号で与えられる。
【００３７】
ＭＡＰ－ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ（拡張）：：＝ＣＬＡＳＳ（クラス）｛
　　＆ＥｘｔｅｎｓｉｏｎＴｙｐｅ（拡張タイプ）
　　ＯＰＴＩＯＮＡＬ（オプション），
　　＆ｅｘｔｅｎｓｉｏｎＩｄ（拡張Ｉｄ）　　　ＯＢＪＥＣＴ　ＩＤＥＮＴＩＦＩＥＲ
(オブジェクト識別名)｝

ＥｘｔｅｎｓｉｏｎＣｏｎｔａｉｎｅｒ（拡張コンテナ）：：＝ＳＥＱＵＥＮＣＥ（数列
）｛
　　ｐｒｉｖａｔｅＥｘｔｅｎｓｉｏｎＬｉｓｔ（非公開拡張リスト）　　［０］Ｐｒｉ
ｖａｔｅＥｘｔｅｎｓｉｏｎＬｉｓｔ（非公開拡張リスト）
　　ＯＰＴＩＯＮＡＬ，
　　　ｐｃｓ－Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ（ｐｃｓ－拡張）　　［１］ＰＣＳ－Ｅｘｔｅｎｓｉ
ｏｎ（ＰＣＳ－拡張）　　ＯＰＴＩＯＮＡＬ，
　　　．．．｝

ＰｒｉｖａｔｅＥｘｔｅｎｓｉｏｎＬｉｓｔ：：＝ＳＥＱＵＥＮＣＥ　ＳＩＺＥ（数列の
大きさ）（１．．．ｍａｘＮｕｍＯｆＰｒｉｖａｔｅＥｘｔｅｎｓｉｏｎｓ（１．．．非
公開拡張の最大番号））ＯＦ
　　　　　　　　　　　　　　　ＰｒｉｖａｔｅＥｘｔｅｎｓｉｏｎ（非公開拡張）
ｍａｘＮｕｍＯｆＰｒｉｖａｔｅＥｘｔｅｎｓｉｏｎｓＩＮＴＥＧＥＲ（非公開拡張の最
大番号整数）：：＝１０

ＰｒｉｖａｔｅＥｘｔｅｎｓｉｏｎ：：＝ＳＥＱＵＥＮＣＥ｛
　　ｅｘｔＩｄ　　　　　　　　ＭＡＰ－ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ．＆ｅｘｔｅｎｓｉｏｎＩ
ｄ（ＭＡＰ拡張＆拡張Ｉｄ）
　　　　　　　　　　　　　　　（｛ＥｘｔｅｎｓｉｏｎＳｅｔ（拡張セット）｝），
　　ｅｘｔＴｙｐｅ　　　　　　ＭＡＰ－ＥＸＴＥＮＳＩＯＮ．＆ＥｘｔｅｎｓｉｏｎＴ
ｙｐｅ（ＭＡＰ拡張＆拡張タイプ）
　　　　　　　　　　　　　　　（｛ＥｘｔｅｎｓｉｏｎＳｅｔ｝｛＠ｅｘｔＩｄ｝）
　　ＯＰＴＩＯＮＡＬ｝
　１つの実施形態にしたがって、ＭＳ識別は、ｅｘｔＴｙｐｅ変数に符号化されることが
できる。オプションのＰＣＳ－Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ（ＰＳＣ－拡張）は、この具体例の実
施形態では含まれていない。ＯＩは、試験ＭＳを識別するために使用されることができる
ＩＭＳＩ又はその他のＭＳ　ＩＤと混同されてはならない。ＯＩの内容、又はＯＩ“値”
は、ＯＩ値のオクテットの数を与える長さ指標により始められる。
【００３８】
　組み込まれている引用文献に説明されているように、ＡＳＮ－１　ＯＩは、世界規模の
ツリーに登録されている構成員の明確な識別を可能にする。ＯＩのプロパティは、ワイア
レス通信の当業者に周知であり、それゆえ、本明細書中ではさらに詳細に説明されない。
ＯＩは、適切な組織又は登録公共機関を通して登録されることができる。具体例の実施形
態に対して適しているはずのものと類似の、既存のＯＩ登録の一例は、ＡＳＮ－１　ＢＡ
ＳＩＣ－ＰＥＲ，ＵＮＡＬＩＧＮＥＤ変形：｛ｊｏｉｎｔ－ｉｓｏ－ｉｔｕ－ｔ　ａｓｎ
１（１）　ｐａｃｋｅｄ－ｅｎｃｏｄｉｎｇ（３）　ｂａｓｉｃ（Ｏ）　ｕｎａｌｉｇｎ
ｅｄ（１）｝“信号ＡＳＮ．１タイプの圧縮された符号化（基本的な未整列のもの）（Pa
cked encoding of a signal ASN.1 type (basic unaligned)）”に割り当てられたもので
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ある。適しているＯＩは、公知のＰＥＲ１６進法形式によって表されることができ、上記
に示された拡張コンテナの具体例のＡＳＮ－１符号化の“ｅｘｔＩｄ”構成員のために使
用される。ＯＩは、１０進法の数“１，３，０，１”により表され、これは、ＰＥＲ１６
進法数列　０×０３，０×２ｂ，００，０１（０×０３は、３オクテットの可変長値であ
り；０×２ｂは、値４３＝４０＊１＋３を表す）により符号化されることができる。
【００３９】
　１つの実施形態では、“ｅｘｔＴｙｐｅ”変数は、試験ＭＳに関するＩＭＳＩ又はその
他のＭＳ　ＩＤを伝達するために使用されることができる非公開の（private）拡張デー
タを含んでいる構成要素である。これは、ＡＳＮ－１オープン・タイプであり、それゆえ
、フィールド・リストが続く長さ決定子を有する。現在の例に関して、非公開拡張の長さ
は、１２８オクテットを超えないように選択されることができる。長さ決定子は、その結
果、１個のオクテットに、すなわち、８ビットに符号化される。１つの実施形態では、ｅ
ｘｔＴｙｐｅ変数に関するフィールド・リストは、下記の形式を有することができる：
ＦｉｅｌｄＬｉｓｔ：：＝ＳＥＱＵＥＮＣＥ｛
　　ｔｅｓｔＥｘｔＲｅｖｉｓｉｏｎ　　　　ＴｅｓｔＥｘｔｅｎｓｉｏｎＲｅｖｉｓｉ
ｏｎ（試験拡張の版），
　　ｉｍｓｉ　　　　　　　　　　　　　　　 ＩＭＳＩ，
　　．．．
　　｝
　上記の例では、下記の注意が適用される：省略の表記“．．．”は、拡張が付加される
ことが可能であることを示す。ある種の例外的な場合の試験ＭＳが自身のＩＭＳＩを与え
られないのであれば、ＩＭＳＩフィールドは、ゼロで埋められることがある。ＴｅｓｔＥ
ｘｔｅｎｓｉｏｎＲｅｖｉｓｉｏｎ（試験拡張の版）は、０と６３との間の値を有する整
数変数であり、包括的であり、そして６ビットの１６進数により表されることができる。
ＩＭＳＩ変数は、８個のオクテットの固定されたサイズを有するオクテット・ストリング
（octet string）である。
【００４０】
　表１は、上記の教示にしたがった具体例の拡張コンテナ符号化である：



(13) JP 4554607 B2 2010.9.29

10

20

30

40

50

【表１】

【００４１】
ＳＭＬＣによる試験ＭＳ識別及び具体例の動作
　１つの具体例の実施形態では、試験ＭＳは、測定所在地応答メッセージ３５６の拡張コ
ンテナ中の、又はプロトコル・エラー・メッセージ３４６及び３５４（図３）の拡張コン
テナ中の自身に関係するＭＳ　ＩＤ（例えば、ＩＭＳＩ又はＭＳＩＳＤＮ）を符号化する
ように設定される。上に説明されたように、測定所在地応答メッセージは、ＳＭＬＣに送
信されて、所在地決定、ＡＧＰＳ測定値、又は測定エラーを報告する。プロトコル・エラ
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ー・メッセージは、ＳＭＬＣへ試験ＭＳにより送信されて、プロトコル・エラーを報告す
る。ＳＭＬＣは、拡張コンテナを復号するように、ＭＳ　ＩＤを取り出すように、及び固
有の位置決めセッション識別名に関係付けられたＭＳ　ＩＤを記憶するように設定される
。固有の位置決めセッション識別名は、ＳＭＬＣにより管理される複数の位置決めセッシ
ョン識別名に属することができる。
【００４２】
　非公開拡張子を復号化しようと試みる場合に、ＳＭＬＣは、初めにＯＩを復号化しよう
と試みる。もし、受信されたＯＩが認識されないのであれば、ＳＭＬＣは、ＯＩをスキッ
プしようと試みることができ、非公開拡張コンテナ全体をスキップするためにオープン・
タイプの変数の長さを復号化できる。拡張コンテナがＲＲＬＰメッセージの妥当な復号化
を妨げるのであれば、ＳＭＬＣは、ＭＳにＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセージを送
信でき、そしてＢＳＣとの所在地決定セッションを終了できる。
【００４３】
　ＯＩの長さ決定子又はＥｘｔＴｙｐｅの長さ決定子が、長さが１６Ｋよりも大きいこと
を示している値を用いて符号化されることを、ＳＭＬＣが検出するときはいつでも、ＳＭ
ＬＣは、ＭＳにプロトコル・エラー・メッセージを送信する。ＳＭＬＣは、ＢＳＣとの所
在地決定セッションを終了させる。
【００４４】
　有利なことに、ＭＳは、試験モード・パラメータを用いて設定されることができる。試
験モード・パラメータは、“試験モード・オン”（“ＯＮ”と省略する）の値及び“試験
モード・オフ”（“ＯＦＦ”と省略する）の値を用いて設定されることができる。ここで
、デフォルト値は、“ＯＦＦ”である。ＭＳでは、その設定は、電話機内部への直列回線
を使用する専用命令を通して、又はＭＳユーザ・インターフェース（user interface）（
ＵＩ）を介して行われる。メッセージ拡張コンテナ中のＭＳ　ＩＤの符号化は、試験モー
ド・パラメータが“ＯＮ”に設定される場合にだけ試験ＭＳにおいて作動される。１つの
実施形態では、拡張コンテナ中のＭＳ　ＩＤの符号化は、試験モード・パラメータが“Ｏ
Ｎ”に設定される場合にだけ試験ＭＳにおいて作動される。
【００４５】
　図４は、具体例の方法におけるステップを説明するフローチャート図である。ステップ
４０２において、ＭＳは、ＳＭＬＣからメッセージを受信する。具体例のメッセージは、
ＲＲＬＰ補助データ・メッセージ又はＲＲＬＰ測定所在地要求メッセージを含むことがで
きる。方法は、ステップ４０４に進む。
【００４６】
　オプションとして、ＭＳは、試験モード・パラメータを装備することができる。もし、
ＭＳがＭＳ　ＩＤを符号化するようにプログラムされ、そして試験モード・パラメータを
持たないのであれば、ステップ４０４は、省略されることがあり、方法は、ステップ４０
６に直接進む。もし、試験モード・パラメータがＭＳ内に含まれるのであり、ＯＮに設定
されるのであれば、コンセプトは、同様に、ステップ４０６に進む。もし、ＭＳがＭＳ　
ＩＤを送るようにプログラムされないのであれば、若しくは試験モード・パラメータがＯ
ＦＦに設定されるのであれば、方法は、ステップ４０８に進む。
【００４７】
　ステップ４０６において、ＭＳは、測定所在地応答メッセージ３５６（図３）、プロト
コル・エラー・メッセージ３４６及び３５４のような、適切な応答メッセージの拡張コン
テナ中の自身に関係するＭＳ　ＩＤを符号化する。適切なメッセージは、拡張コンテナを
有する任意のメッセージを含むことができる。送られることがある拡張コンテナを持たな
いその他のメッセージ、例えば、補助データ受領通知メッセージは、ＭＳ　ＩＤを符号化
するために使用されず、そして図４に示されたステップにより参照されない。方法は、ス
テップ４０８に進む。
【００４８】
　ステップ４０８において、ＭＳは、ＳＭＬＣに適切な応答メッセージを送信し、ステッ
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プ４１０に進む。
【００４９】
　ステップ４１０において、ＳＭＬＣは、適切な応答メッセージを処理し、ステップ４１
２に進む。
【００５０】
　ステップ４１２において、ＳＭＬＣが拡張コンテナからＭＳ　ＩＤを取り出すために適
切に設定されているのであれば、方法は、ステップ４１４に進む。もし、ＳＭＬＣが、Ｍ
Ｓ　ＩＤを取り出すことに失敗するのであれば、方法は、ステップ４１６に進む。もし、
ＭＳ　ＩＤが何も送られない（例えば、試験モードがＯＦＦに設定されていた）のであれ
ば、方法は、同様にステップ４１６に進む。
【００５１】
　ステップ４１４において、ＳＭＬＣは、必要に応じて試験技術者による参照のために固
有の位置決めセッション識別名に関係付けられたＭＳ　ＩＤを記憶し、それから通常の処
理機能を継続する。
【００５２】
　ステップ４１６において、ＳＭＬＣは、ＭＳにＲＲＬＰプロトコル・エラー・メッセー
ジを送信することにより応答でき、そして、通常の処理機能を継続する前に、ＢＳＣとの
所在地決定セッションを終了する。あるいは、もし、ＭＳがＭＳ　ＩＤを送らなかった（
例えば、試験モードがＯＦＦであった）のであれば、ＳＭＬＣは、同様にステップ４１６
において通常の処理機能を継続する。別の１つの可能性として、ＳＭＬＣは、通常の処理
機能を継続する前に、ＢＳＣとの所在地決定セッションを終了することなくＭＳにＲＲＬ
Ｐプロトコル・エラー・メッセージを送信できる。ＳＭＬＣによるこれらの可能な応答は
、下記にさらに説明される。
【００５３】
　複数の有利で新奇な態様が存在する。例えば、非公開拡張の実施は、ＭＳ及びＳＭＬＣ
の動作にだけ強い影響を与える。これは、その他のネットワークの要素、例えば、ＢＳＳ
、ＢＳＣ又は移動体交換センタ（Mobile Switching Center）（図面には示されていない
）の動作に強い影響を与えない。ＲＲＬＰメッセージがＢＳＣによりトランスペアレント
に渡されるために、ＭＳ認識の方法及び装置は、その他の要素に強い影響を与えず、ＲＲ
ＬＰメッセージのサイズだけが、メッセージをＢＳＣが処理するための因子である。
【００５４】
　別の１つの有利な態様は、試験ＭＳと“未経験の（naive）”ＳＭＬＣ（すなわち、本
明細書の教示にしたがった試験モードで動作するために設定されていないＳＭＬＣ）との
間の相互運用可能性に関係する。もし、（例えば、移動することは試験ＭＳの動作に関し
て一般的でない環境であるけれども、移動する状況で生じることがあるように）ＳＭＬＣ
が拡張コンテナを復号化できないのであれば、複数の可能性が生じることがある：１）未
経験のＳＭＬＣがオプションの拡張コンテナの存在を検出する場合に、メッセージを復号
化することを試みないように選択でき、応答においてプロトコル・エラー・メッセージを
送信できる；２）拡張コンテナがメッセージの最後である場合に、未経験のＳＭＬＣは、
メッセージを復号化しようと試みるが、拡張コンテナに到達すると復号化を停止する、こ
れによって、拡張コンテナに到達する前に復号化されたメッセージの一部分を処理する；
３）未経験のＳＭＬＣは、拡張コンテナを復号化できる可能性があるが、その非公開拡張
に対してＳＭＬＣがＯＩを認識しない非公開拡張を破棄するように判断する。上記の２）
及び３）のケースに関して、所在地決定の運用可能性は維持される。しかしながら、上記
の１）のケースに関して、試験モード・パラメータが与えられ“ＯＦＦ”に設定されない
限り、試験ＭＳは、所在地決定の運用可能性を持たない。
【００５５】
　さらに別の１つの有利な特徴は、ＲＲＬＰ測定所在地応答メッセージのサイズに関係す
る。非公開拡張の追加は、ＲＲＬＰペイロードのサイズを増加させ、これは、特にＲＲＬ
Ｐ測定所在地応答メッセージに関して、分割の観点から問題であることがある。しかしな
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がら、メッセージ・サイズが２５２オクテット未満のままであるならば、アップリンクの
分割は、必要とされない。上に説明された具体例の実施形態は、ＲＲＬＰメッセージのサ
イズの増加を１２８オクテット以下に（１２０オクテットは、１６個の衛星に関係するＧ
ＰＳ測定値の１セットを報告するための典型的な数である）制限して、完全なＲＲＬＰメ
ッセージが２５２オクテットを超過する可能性を低減する。
【００５６】
　通信技術およびコンピュータ技術における当業者は、本明細書中に説明されたいずれか
の実施形態の方法の工程を具体的に組み込んだコンピュータ読み取り可能な媒体が本教示
にしたがって使用されることができることを認識するはずである。そのような媒体は、Ｒ
ＡＭ，ＲＯＭ，ＥＰＲＯＭ，ＥＥＰＲＯＭ，フロッピ・ディスク、ハード・ディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、等を含むことができるが、これらに限定されない。本開示は、同様に、フィ
ールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（Field Programmable Gate Array）、又はプ
ログラマブル論理アレイ（Programmable Logic Array）、若しくはコンピュータ・プログ
ラム命令を組み込むように製作されることが可能な又は修正されることが可能なその他の
集積回路のような、集積回路中にディジタル論理として総合化されたいずれかの前述の実
施形態の方法の工程も含む。
【００５７】
　本教示にしたがった移動局１１０及び２１０は、制限なしに：ワイアレス電話機、ワイ
アレス通信能力を有するパーソナル・ディジタル・アシスタンツ、ワイアレス通信能力を
有するラップトップ・コンピュータ、及びワイアレス接続を介した個人的な通信のための
その他のいずれかの携帯ディジタル装置を含むことができる。
【００５８】
　多数の実施形態が説明されてきている。それにもかかわらず、本明細書中で説明された
方法がソフトウェア又はハードウェアにおいて、若しくはハードウェア実施形態及びソフ
トウェア実施形態の組み合わせにおいて実行されることができることが、理解される。別
の一例として、１つのモジュールの一部分であるとして説明された機能が、一般に、別の
１つのモジュールにおいて同等に実行されることができることは、理解されるはずである
。さらに別の一例として、工程に関して指定された順番を含む特許請求の範囲に記載され
たこれらの実施形態を除いて、特定の順序で示された又は説明された工程又は動作は、一
般に異なる順番で実行されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】図１は、位置決めサービスを含むワイアレス通信を提供するために使用する具体
例のワイアレス通信システムの機能ブロック図である。
【図２】図２は、追加のシステム構成要素を示す、位置決めサービスを含むワイアレス通
信を提供するために使用する他の１つの具体例のワイアレス通信システムの機能ブロック
図である。
【図３】図３は、試験移動局とサービスしている移動体位置決めセンタとの間のメッセー
ジの流れを説明する機能ブロック図である。
【図４】図４は、具体例の方法のステップを説明する流れ線図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１００…ワイアレス通信システム，１５２，１５４…ワイアレス回線，１５６，１５８
…通信回線，２００…通信システム，２１８…アンテナ，２１９…内部バス・システム，
２２８，２２９…アンテナ，２５２…同報通信信号回線，２７２’…ワイアレス回線。
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